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⬆高齢者大学をはじめ赤池・方城地区でも精
力的に俳句を指導する池田一歩先生（写真左）
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池田 一歩先生

　「自然に親しみながら自分の心の
世界を作る…　俳句は思考力や洞
察力を向上させてくれます」と語る
ホトトギス同人参与の池田一歩（利
文）先生（赤池）。長年にわたって
町内で俳句を指導してきました。
　「俳句は気持ちを『空

くう

』の状態に
して、心で感じ取ることが大切。『さ
ずかる』という感覚です。自分が
とらえたものを文字が着こなして
いるか、という点も大事にしていま
す」と一歩先生。出会いと感動を
生み、心の支えとなる身近な俳句
を広く伝え続けています。

［俳句］

⬆６月に開いた新町通りでの個展も大盛況（詳
細24㌻）、記者から取材を受ける田代稔先生。
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田代　稔先生

　「彫刻刀が面白いようにサクサク
と動く時間が実に楽しい。今は躍
動感の表現を追求しています」。版
木に向かい、風景や人物などの陰
影を味わい深く表現する田代稔先
生（金田）。無駄な表現を削り、シ
ンプルで強い作品を生み出し続け
ています。「版画の作品はみんな違
っていい。それぞれが持つ視点や
個性、作風の生かし方が大切なん
です」と田代先生。中学校校長退
職後に始めた版画歴は25年、今
や日本版画院同人として版画界の
代表的作家陣に名を連ねています。

［版画］

⬆笑顔を絶やさず、デイケアセンターはなで
月２回40人を指導する長谷川先生（写真右上）
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長谷川 ムツ子先生

　「自分も楽しめ、人からも喜ばれ
る。感動を共有できることが生きが
いです」と語る押し花歴11年の長
谷川ムツ子先生（市場）。茶道や書
道なども続けましたが、68歳で運
命的に押し花と出会い、５年前から
町内で指導しています。「花と遊び、
美しさや可憐さを感じる。その大切
さを伝えています。押し花の時間は
神経痛も忘れるんですよ」と長谷
川先生。材料収集は自宅をはじめ
県外へも出向きます。「喜ぶ人の笑
顔はお金に変えられない」と、ボラ
ンティアで手ほどきをしています。

［押し花］

⬆毎週金曜日にほのぼの館で指導にあたる久
冨キクヱ先生。教室は終始和やかムードです。
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久冨 キクヱ先生

　町内での指導は20年以上にな
る久冨キクヱ（中山芳菊）先生（弁
城）、中山流準師範で民踊歴は40
年以上になります。「踊りは、頭か
らつま先まで神経を行き届かせな
いと線がブレてしまいます。極め
ようとすれば厳しさがつきものです
が、生徒には無理せず、健康づく
りの一環として楽しんで欲しい」と
久冨先生。ご自身も踊りを始めて
からは一度も病気をしたことがあ
りません。「上達と継続には『好き
であること』が何より」と、踊りの
楽しさを広めている久冨先生です。

［民踊］

⬆歌謡教室でも長年指導している歌唱審査
士の久冨さん、十八番は北島三郎の「まつり」。

色
彩
よ
り
自
然
本
意
。

無む

の
心
で
花
と
対
話
し
、

小
さ
な
風
景
を
生
み
出
す
。

久冨 慶太郎先生

　花を見た瞬間、生花の造形がパ
ッとひらめくという久冨慶太郎（専
慶）先生（弁城）。華道歴は60年
以上、遠方からも華道の指導者が
習いに来るという専正池坊の日本
華督です。山や川など、自然の風
景を参考にしながら、手元の花木
を駆使して、目の前に小さな風景
を創り出していきます。「日本の生
花は色彩本意ではなく自然本意。
花と話をしながら生けるのが、た
まらなく楽しい」と久冨先生。「無」
の状態で花の心を感じることのす
ばらしさを表現しています。

［華道］
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